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取り付け方法

作業のための
アタッチメント

腰バンドのプラスチッ
クバックルを締めます。

両肩にバンドをかけます。

丁度ウエストあたりの
位置がベストです。

 肩バンドの胸あたりにある
チェストストラップを締め、
長さを調整します。

 両肩のバンドの長さを調整
します。両手で持ってシュッ
と引き下げてください。

長い紐はゴムバンドに
しまってください。

暑い日は、保冷剤を用意して、
腰バンドの裏側に入れます。
保冷剤がヒンヤリして、心地よい
です。

動画配信中！！
QRコードから
L-Project の
サイトに
アクセス！



×

1. 作業の服装と防護具

ヘルメット

フェイスシールド

保護メガネ
耳栓 / イヤーマフ

笛

保護手袋

すね当て

安全靴 / 耐切創長靴

2. 使用前のチェック —作業前の
    障害物除去

3. 草の刈取りかた

４. 健康維持への配慮

5ｍ以内は危険区域

日本農業機械化協会の許可を得て一部イラストを使用しています。

安全のためには、

15ｍ以内に立ち入らない

15m

5m

安全に作業するために

図のような各種保護具を着用しましょう。

目を保護する保護メガネなども必ず使用してください。

保護メガネを着けないで作業すると、飛散物が目に入って

失明等の重大事故を起こす危険があります。

作業場所の障害物 ( 空缶、空ビンなど）は取り除

きましょう。刃の当りかたによっては、刃こぼれ・

障害物の飛散を引き起こします。

[ 複数での作業 ]

作業中は作業者から 5ｍ以内を危険区域とし、

絶対に他人が入らないようにしましょう。

さらに、15ｍ以内に他人が立ち入らないよう

にするとより安全です。

[ 高温注意 ]

刈払機後方1ｍ以内の物は焼

損し、火災を起こすおそれが

あります。

振動障害の予防対策として、1日あたり2時間以内、

1回あたりの連続作業を30分以内とし、作業後は

10～20分以上の休憩を取ってください。夏場の

作業では熱中症にならないよ

う、適度な水分補給を行って

ください 。また、1日の作業

時間は取扱説明書を参照して

ください。

[ 刈りかたのポイント ]

刈刃は常にヒザより低い位置で

作業し、下図のように刃の左上

部で刈ることが基本です。

刈取りは右から左へ振りながら

刈りましょう。

本社 /東京都千代田区内神田 3-4-15
　　　〒101-0047
http://www.maruyama.co.jp

お客様相談窓口＜丸山サポートセンター＞無料通話 0120-898-114

必ず取扱説明書をお読みになってから
ご使用ください。
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